
SE
M

I®

 

 

SEMI T3－0302 
ウェーハボックスラベルの仕様

 
 

 
本仕様は Global Traceability Committee で技術的に承認されたもので，North American Traceability Committee が

日に North American Regional Standards Committee に承認さ

れている。2002 年 2 月にまず,www.

そ

くの情報を収納できる二

し

シンボルが含まれる。バーコードシ

クスシンボルを使用する場合，

グシッピングボックス（

ックスのラベ

ルに対するサイズ，メッセージ内容及び記号化要件を

対象とする。 

2 直径 100 mmから 200 mmのウェーハを使用

するウェーハボックスに対しては，ウェーハボックスが

二つの位置，つまりウェーハボックスの側面が保管棚

前部に平行に置かれる場合，またはウェーハボックス

の端が保管棚前面に平行に置かれる場合，のどちら

で保管される時も，ウェーハボックス内容を識別できる

よう，本仕様書では二つの類似したラベルを規定して

いる。これはウェーハボックスが日常的に保管のため

ボックスの上側または

らである。 

ェーハで使用するFOSBに対して，

一個はFOSBの表面上

るラベルを規定してい

要件に適合している。

定する。 

2.4 本仕様の対象となるラベルに使用するシンボ

は，調査したウェーハボ

ックス上の平面サイズに適合するスペースに合うよう設

ックス上でもっと広い平

サイズを大きくして，追

。 

ード形式の特徴の記述

対象となるラベルは，ボックスそのも

ボックス包装部分に適

ージの取引輸送に使用す

ートン）には適用しない。 

的の輸送ラベル用仕様は，

2.6.1 バーコードの形式は，ISO/IEC 16388 に規定

ドの形式は， ISO/IEC 

は，ウェーハの生産終

了と同時にクリーンルーム環境内で貼付される。ラベ

ルの構成材料と接着剤は, 使用されることを念頭にお

いて選択されるが，これらの仕様は本文書の適用範囲

外である。 

2.8 本仕様での寸法は，203 ドット/インチ(dpi) の
公称解像度を持つプリンタで印刷するラベルに適用す

る。より高解像度のプリンタを使用することもできるが，

寸法の多くは本仕様のものと異なる可能性があり，コ

ードフィールドがラベルの規定サイズ及び形式内で合

わなくなる可能性がある。その場合，本仕様のユーザ

の 票により作成された英語版が正式なものであり、日本語版は日本の利用者各位の便宜のために作成したものです。万が一英語と日本語とに差異がある場合には英語版記載内容が優先されます｡ 

注：SEMI による書面での了承なき場合は、本書の全部もしくは一部の転載を禁じる。 
©Semiconductor Equipment and Materials International  (http://www.semi.org/) 
©SEMI ジャパン 〒102－0074 東京都千代田区九段南 4－7－15 健和ビル 7 階 

直接責任を負うものである。現版は 2001 年 11 月 27
semi.org.で入手可能であり，2002 年 3 月発行に至る。 

バッグラベルの両方に対して，SEMI M45
300 mmウェーハ配送システムの特殊要件

 
2 範囲 
2.1 本仕様は，直径 100 mm以上のシ

ハの保管及び搬送に使用するウェーハボ

 
注 本文書は，2002 年に発行するため，全

1 目的 
1.1 この仕様は，進歩したトレーサビ

子データ交換システムに必要なデータの

にするため，ウェーハボックス上に

面的に書き換えられた。 

リティ及び電

伝達を容易

積み重ねられるので，ラベルを

下側に貼るのは推奨できないか

2.3 300 mmウ
印刷された機械読

サイズ，位置

ラメータ特性

常の取引の

は進歩した

本仕様は二つの同一ラベル，

に，もう一個は外部バッグに付け

る。これら要件は，SEMI M45 の

SEMI M31 は，FOSB寸法を規

取り可能なラベルの共通の形式，内容，

を定める。これらラベルは，ウェーハのパ

についての詳細情報をあまり提供しない通

場合と異なっている。これら情報は，現在で

トレーサビリティシステムに容易に保存され

1.2 この仕様は，二つのバーコードシ

れらに関連した可読表記を含むラベルを対

1.3 この仕様はまた, バーコードが収

もかなり多

る。 

ンボルと
ルのメッセージ内容及び場所

象とする。 

納できるより

次元マトリクスコード

計される。使用するウェーハボ

面部が利用できる時は，ラベル

加メッセージを加えることができる

シンボルを対象にしている。工場全体を通

読取り装置を使用できる将来にわたって考

括的，統一化システムへと, 既存のトレー

びラベリング手順からスムーズに移行す

て共通の

た
2.5 本仕様は，採用するコ

えられ 包

サビリティ及
を含む。 

2.6 本仕様のるためにこの

ンボルなしでデータ のに及びウェーハパッケージの

用されるが，ウェーハパッケマトリ 相当する可読表記

ルは，フロン

FOSB）ラベル及び

る搬送パッケージ（外部出荷カ

注１： 外部出荷カートンに使用する目

ANSI/EIA 556-B に規定されている。 

も用意される。 

1.4 本仕様に基づいて作成したラベ

トオープニン

に詳述した

を満す。 

リコンウェー

されているコード 39 に基づく。 

2.6.2 データマトリクスコー

16022 に規定されている。 

2.7 ウェーハボックスラベル

免責事項：こ SEMI スタンダードは、投

2.
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©SEMI 1995, 2001 

Full document details: SEMI T3-0302N (Japanese)

http://www.avadocuments.com/doc/semi-t3-0302n-japanese
http://www.avadocuments.com/doc/semi-t3-0302n-japanese


SE
M

I®

 

は必ず，ラベルが採用するボックスに合うサイズである

連

い

タンダードの使用者は，そ て，

及び健康上の作業方法

i
afers 

ox Used to Tran

k

T2 ― Specification for Mar

7 ― Specification for Back-s
Wafers with a T

1

ANSI MH10.8.2 ―  Data App
Standard 

IA-556-B ― er Shipping ainer Label 
Standard 

ANSI/EIA 706 ― Component Marking Standard  

3.4 ISO/IECスタンダード 8 

                                                                

ことを保証する必要がある。 

2.9 本スタンダードは，その使用に関

ての安全問題を取り扱うことを意図していな

の責任におい

したすべ

。このス

用前に使

適切な安全 を確立し，また規

制 の制上 性を判断するもので限への適用 ある。 

3 参照文書 
3.1 SEMIスタンダード 
AUX1 ― List of Vendor Identification Codes   

SEMI M1.15 ―  Standard for 300 mm
Monocrystalline Silicon Wafers (Notched) 

 Polished 

SEMI M12 ― Specification for Serial A
Marking of the Front Surface Wafers 

lphanumeric 

SMEI M13 ― Specification for Alphanumer
of Silicon W

c Marking 

SMEI M31 ―  Provisional Specification 
Opening Shipping B

for Front-
sport and Ship 300 

mm Wafer 

mm Wafers 

SMEI M45 ―  Provisional Standard 300 
Shipping System 

SEMI T1 ― Specification for Bac  Surface Bar Code 
M kiar afers 

SEMI 

ng of Silicon W

king Wafers with a 
Two-Dimensional Matrix Code Symbol 

EMS I T  
Double-side Polished 

urface Marking of 
wo-dimensional 

Data Matrix Code Symbol 

3.2 ANSIスタンダード  
ANSI/ASC X3.182  Bar Code―
G

 Print Quality-

lication Identifier 

uideline 

3.3 EIAスタンダード２ 

ANSI/E  Out  Cont

 
1  American National Standards Institute, 11 W. 42nd St., New York, 
NY 10036, T 212.642.4900, F 212.398.0023 
（国内連絡先）日本規格協会 〒107-0052 東京都港区赤坂 4-1-24 
03-3583-8003 

entification and Data 
r pecification – Code 

national Symbology 

ISO/IEC 16388 ― Automatic Identification and Data 
pecification – Code 39 

を参照）に関する用語

記す。 

ックス底の）（bar end） 
ットの第 1 ポケットに最も近いボックス底

ット 

4.1.2 底 （ウェーハボック （base）   － ウェーハ

ット内または全体を

ス包装（box wrap） － 製品包装を構成

る包装材または袋地 

ンルーム条件下で密封さ

れる。 

ボックスの）（cover）－

 

x） － ウェーハの保

めに用いる，底と蓋部からなる密封可能

容器と比較参照のこ

4.1.6 ウェーハボックスラベル（wafer box label） － 
るウェーハボックス上の

ラベル 

ckage） － ウェーハボ

 

ハシッピングボックス

対側のシッピングボッ

クスの端。 

4.2 FOSBに関する用語はSEMI M31 に定義され

ている。 

4.3 バーコードの特性に関する用語は，SEMI T1
に定義されている。製品包装，製品包装ラベル，バー

コード形式及び特性に関する追加用語の定義は，

ANSI/EIA-556-Bの付属書Aにある。 

4.4 データマトリクスコードシンボル特性に関する

用語は，SEMI T2 及びISO/IEC 160022 に定義されて

いる。 

ISO/IEC 15417 ― Automatic Id
Captu e Technique Symbology S
128  

ISO/IEC 16022 ―  Inter
Specification – Data Matrix  

Capture Technique Symbology S
 
4 用語 
4.1 ウェーハボックス（図 1 
の定義を下記に

4.1.1 バーエンド （ウェーハボ

－底内側カセ

の端，または底自体の第 1 ポケ

スの）

を格納する開蓋式の容器で，カセ

成型したポケット内いずれか。 

4.1.3 ボック

するウェーハボックス上に使用す

注 2： ボックス包装は，普通クリー

4.1.4 蓋 （ウェーハシッピング

底の上部を閉めるボックスの一部

4.1.5 ウェーハボックス（wafer bo
管と搬送のた

な容器。ANSI/EIA-556-Bの運搬

と。 

製品及びその製造者を識別す

4.1.7 ウェーハ包装（wafer pa
ックスとウェーハ梱包の組合せ。

4.1.8 ウォールエンド （ウェー

の）（wall end）－ バーエンドと反

T3–0697E  
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3

ルド（cu

顧客製品ID（customer pro

5.3 a fiel

むよう指定したラベル上の特定

リティを容易にするため納入業

表 記 （ human read

4.5.7 メッセージ文字（m ssage c

ジ長（message leng

トレーサビリティナンバー 

と

文字を含んだ 35 メッセージ文

 
5 発注情報 
5.1 本仕様に準拠したウェーハボックスラベル付

きウェーハの注文情報には，次のものを含まなければ

ならない。 

5.1.1 ウェーハボックスラベルがSEMI仕様T3 に準

拠することのステートメント。 

5.1.2 顧客情報フィールドのためのメッセージ文字

内容。 

照）またはボックス上

に追加スペースがあれば，ラベル寸法及びそこに設け

5.2 さらに，下記の任意項目を規定してもよい。 

ドシンボルがラベルに含

5.2.1.1 ウェーハ識別情報を含めるか，除外するか 

ザ指定データ，及び該

当する場合は符号化データのコード共有のための要

5. 2 置と異なる場合，ウェーハボックス上の

と特性 
6.1 バーコードシンボル 

指定されている場合，ラ

用のデータフィールド

い。各バーコードシン

， 35 メッセージ文字を

ールドを符号化する時

ヘッダが符号化される。 

節約のため符号化されない。このメッセージヘッダがな

テムは, 各データフィー

フトウェアを必要とする。 

フィールド，顧客情報

2a 参 照 ） に は ， ANSI 
この項目に対するデー

品IDを記入しなければ

満しか使用しない

ルドは合計 35
フィールドを一つ以上含

むことが可能である。オプションの各サブフィールドは，

ANSI MH 10.8.2 に従って，連結シンボル“＋”及び下

記のデータ識別子で先行させなければならない。 

6.1.3.2 顧客部品番号改訂のフィールド識別子：2P 

6.1.3.3 顧客仕様書番号のフィールド識別子：20P  

6.1.3.4 顧客仕様書改訂のフィールド識別子：21P  

6.1.3.5 顧客図面番号のフィールド識別子：12P  

6.1.3.6 顧客図面改訂のフィールド識別子：22P  

4.5 コード内容に関する用語の定義は

4.5.1 顧客情報フィー

次の通り。 5.1.3 ラベルのタイプ（7.1 項参

stomer information 
るフィールドの配置 field） －顧客製品ID及び望まれればその

情報を含む 35 文字フィールド。 

4.5.2 

他顧客指定

duct ID） － 顧客ま 5.2.1 二 次元マトリクスコー

たは購入者が製品を識別するため指定し

ット文字の固有な組合せで，顧客部品番号

ことがある。 

たアルファベ

と呼ばれる

まれる場合， 

4. データフィールド（dat
ーコードシンボルまたは二次元マトリクス

ルを含

d） － 可読表記，バ
5.2.1.2 必要であればユー

コードシンボ
件 

部分またはエリ
2. 推奨位ア。 

4.5.4 データ識別子（data identifier） －
ータのカテゴリーまたは用途を定義する特

 次に続くデ

定文字また

ラベル位置 

6 データフィールドの内容

は文字列。 

4.5.5 符号化データ（encrypted data） －
サビ

 普通トレー

者が入力するデー

。 

able interpretation 
たバーコー

6.1.1 バーコードシンボルが

ベルはこれらバーコードシンボル

を二個持っていなければならな

ボルは開始/終了文字に加えて

含む。 

タで，顧客と共有することもしないこともある

4.5.6 可 読

(hri)） － 人が読めるタイプフォントで表示し

ドまたはマトリクスコードシンボルの全部または一部の

haracter） － バーコ

化されデー

6.1.2 複合，連結データフィ

に通常, 印刷されないメッセージ

しかしこのヘッダはバーコードフィールドにはスペース

表記。 

e
ードまたはマトリクスコードシンボルに符号

タを含んでいる文字。 

注 3： データ識別子と連結文字はメッセージ文

るが，開始/終了文字はメッセージ文字とみなさ

字とみなされ

れない。 

th） － 単一の符号

い場合，バーコード読取りシス

ルドを分離するための適切なソ

6.1.3 上部バーコードデータ

フ ィ ー ル ド （ 表 1 及 び 図

MH10.8.2 に規定しているように
4.5.8 メッセー

化されたメッセージに含まれるメッセージ文

4.5.9 

字数。 
タ識

（ウェーハボックスラ ならない。 
ベルの）（traceability number of a wafer bo
ット番号，ベンダーコード（要望された

x label）－ ロ 6.1.3.1 顧客製品IDが 34 文字未
場合，製造場所

識別子
場合，オプションとして顧客識別フィー

を含む），ラベル貼付日の他，適切なデータ

連結 字列。 
文字

別子“P”が先行する顧客製

の限度まで下記のサブ
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6.1.4 下部バーコードデータフィールド（表 2 及び図 2bを参照）は，35 メッセージ文字の

持たなければならない。このフィールドは 4 個のサブフィールドに分割して，それぞれ隣のフ

ボル“＋”で分離する。第 1 のサブフィールドはデータ識別子“1T”を前に置いた 16 文字の

のサブフィールドはデータ識別子“1V”で先行する 2 文字のSEMIベンダーIDコードをいれ

ルドは，データ識別子“D”が先行するラベル貼付日（YYMMDD）を含む。第 4 のサブフィールドはデータ識別子

トレーサビリティ番号を

ィールドから連結シン

ロット番号を含む。第 2
る。第 3 のサブフィー

“Q”が先行する数量を含む。ラベル上に示した数量は，ラベルが貼付されたウェーハボックスの中にあるウェーハ

このシンボルのメッセージ文字は，表 2 に示すように配分さ

れる。 

表 1 コードデ ルドのバーコードシンボルの内容 

数でなければならない。その単位は，枚（EA）とする。

上部バー ータフィー

キャラクタ数 内 注釈 シンボル 容 

必要なサブフィールド 

最初の 1  “P” データ識別子

メッセージに依存 別子（例えば， ） （顧客が指定）  顧客製品識 部品番号

 オプションのフィ  ールド 

3 ータ識別子 “＋2P” 連結子＋デ

メッセージ 依存 顧客部品番号改訂 （顧客が指定） に

4 連結子＋データ識別子 “＋20P”  

メッセージに依存 番号 （顧客が指定）  顧客仕様書

4 連結子＋データ識別子 “＋21P”  

メッセージに依存 顧客仕様書番号改訂 （顧客が指定） 

4 連結子＋データ識別子 “＋12P”  

メッセージに依 （顧客が指定） 存 顧客図面番号 

4 連結子＋データ識別子 “＋22P”   

メッセージに 番号改 （顧客が指定） 依存 顧客図面 訂 
注 1： ドの文字 てはならない。デ い文字の位置にはダッシュを記入しなければならない。 

表 2 ルドのバーコ ティ番号） 

フィール の総数は 35 を越え ータを記入していな

下部バーコードデータフィー ードの内容（トレーサビリ

キャラクタ位 の内容（全要求フィールド） 注釈 置 シンボル

1－2   データ識別子 “1T”

3－18 ロット番号 （サプライヤが指定） 

19－21 連結シンボルとデータ識別子 “＋1V” 

22－23 ベンダー識別コード （SEMI）（注 1 参照） 

24－25 連結シンボルとデータ識別子 “＋D” 

26－31 ラベル貼付日 （YYMMDD）(関連情報１参照) 

32－33 連結シンボルとデータ “＋Q” 

34－35 数量（単位，EA を想定） （数字） 

注 1：SEMI ベンダー識別コードには，製造場所情報を含めることができる。AUX1 にはいくつかのベンダーは製

造場所を表示する複合コードを持っているが，それはすべてのウェーハベンダーではない。必要なら，現在コード

に製造場所の識別を含めていないベンダーは，AUXI の手続きに従って，SEMI から各場所についての追加のコ

ードを要求することができる。 

6.1.5 バーコードシンボルはすべて，オプションのバーコードを選択しない限り（6.1.9 項参照），ISO/IEC 16388
に規定されたCode 39 を使用しなければならない。Code 39 は可変長，ディスクリート，セルフチェッキング，双方向
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性バーコードである。各文字は 9 つの要素で構成され，これら要素は 5 つのバーと 4 つのスペースで構成される。

3 文字からなる。さらに

テリスク（*）が使用され，これはメッセージ文字として使用すること

号化されてはならない。

でなければならない。読取

51%，バーの最大反

寸法 － バーコードシンボルの寸法は，表 3 にリストアップされた通りでなければならない。 

できる。ユーザは，この

2.1 ラベル ールドは，そのすぐ上または下に関連の可読形式のデータ

ィ 関連のバーコードデータフィールド

含 てを含んでいなければならない。開始文字と終了文字を含んでいてはならないが，

 

。 

3 

きる。このシンボルは，

符号化する場合，最大

682 メッセージ文字を限度とする（ISO/IEC 16022 の表 11 も参照） 

6 文字はメッセージヘッダを含まなければならない。このヘッダは，ANSI 
M .2 に従ったデータ識別 含むメッセージを識別 内容は ない。 

6.3 このマ ドシンボル中の 71 文字は，表 4 に要約した追加連結シンボルと一緒に，ラベル上の二

つ コ に含まれる情報を含んでいなければならない。指定の場所に文字がない場合，ダッシュ

（－ 使用 た，この情報は，バーコードを印刷されな まれていなければ

なら い。 

表 3 バーコード シンボルの公称寸法 

9 要素のうち 3 つは太く，6 つは細い。 

6.1.6 文字セット － Code 39 の文字セットは，0-9，A-Z，＋，－，.，$,  /，%とスペースの 4
開始文字，終了文字両方の代わりとしてだけアス

はできない。この他の文字はすべて，本仕様の対象とするラベルのバーコードシンボルで符

指定された場所に文字がない場合，ダッシュ（－）を使用する。 

6.1.7 印刷品質 － Code 39 の印刷品質は，ANSI X3.182 に準拠してB/03/630 以上

り効率を確保するため，クワイエットゾーンの最小反射率は 60%，スペースの最小反射率は

射率は 10%でなければならない。 

6.1.8 シンボルの

6.1.9 その他のバーコードの記号論 － Code 39 の代わりに，Code 128 を使用することが

コードが使用可能なラベルスペースに入ることを確認しなければならない。 

6.2 可読表記シンボル 

6. ータフィ

フ ールドを持たなければならない。各可読データフィールド内のシンボルは，

上の各バーコードシンボルデ

に まれたメッセージ文字すべ

データフィールド識別子と連結シンボルを含んでいなければならない。 

6.2.2 可読文字の公称高さは，2.0 mm （0.08 in.）とする。

6.2.3 各可読シンボルの上下には明確なスペース 0.5 mm （0.02 in.）がなければならない

6. データマトリクスコードシンボル 

6.3.1 ラベルは，2 個までの同一正方形の二次元マトリクスコードシンボルを含むことがで

ISO/IEC 16022 の附属書J3 に説明したEDIFACT符号化方法を使用して 6 ビット文字を

6.3.2 EIA 706 に従って，最初の

H10.8 子を する。ヘッダ 印刷され

.3 トリクスコー

のバー ードシンボル

）が されなければならない。ま い場合でも，含

な

 39

シンボ 寸法 メー ）値 U.S.慣例値 ル トル（SI

–  35 35 メッセージ文字数

X 細いバーの幅 0.125 mm 0.00493 in. 

N 太いバー幅と細いバー幅の比率 2.0 2.0 

I 文字間の公称間隔値 0.1251 mm 0.00493 in. 

H バーの高さ（注 1 参照） 9.0 mm 0.35 in. 

L' バーコードシンボル長（クワイエットゾーンを除く） 60.06 mm 2.365 in. 

– バーコードの密度（同上） 0.583 cpmm 14.80 cpi 

Q クワイエットゾーンの幅（注 1 参照） 6.35 mm 0.25 in. 

L バーコードシンボルの全長 72.76 mm 2.865 in. 
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注 1： この寸法のメートル（SI）とU.S.慣例値とは正確には一致していない。それは，この寸法を両方のシステムで

合理的な値を得るよう丸めてあるからである。 

サプライヤ間で同意し

ータマトリクス ードシンボルの残りの内容はオプションである。しかし，データマトリクスコードシンボ

0 mm FOSBに使用す

るラベルについては，SEM  M45 に従ったウェーハ識別情報が必要である。 

各ウェーハのスロット番

号 ルドの各々は次の情報を含む。 

トの 2 桁番号, 及び 

b. ータ識別子（“32T”）及び 2 文字のベンダー識別コードを

 字 

文字 

注 4： SEMI T1 に規定されているマーキングコードの内容は，ここで規定されていない。本スタンダードは SEMI T1 に規定されたマーキング

でマークされたウェーハに使用するのは適切でない。 

6.3.4.2 カセット／ボックスのスロットシーケンスでは，スロット 01 はバーエンドに，スロット 25 はボックスの他端に

あるものとみなす。25 スロット以内の はカセット上のラベルにあるデータマトリクスコードシンボルは，各

スロットに対して一つのフィールドを持っていなければならない。  

 

表 トリクスコー 字の内容 

 
 
6.3.4 直径 100 mmから 200 mmの間のウェーハに使用するボックスに対しては，顧客と

ていれば，デ コ

ルの残りのメッセージ文字が次の 500 文字のウェーハ識別情報を含むことが推奨される。30
I

6.3.4.1 これら次の 500 文字は，25 個の 20 文字フィールドの列を使って，ボックス内の

及び個別ウェーハの標識を識別する。これらフィー

a. 連結文字（“＋”），そのスロットIDのデータ識別子（“31T”）及びそのスロッ

 連結文字（“＋”），そのスロット内のウェーハIDのデ

含む 10 文字ウェーハID。ウェーハIDに数は，次から成る。 

i) SEMI M12，SEMI M13 またはSEMI T2 に規定したマーキングコードの最初の 10 文

ii) SEMI T7 に規定したマーキングコードのすべての 10

コード

 
ボックスまた

4 マ ドシンボルのメッセージ文

キャラクタ 

場所 
シンボル内 注釈 容 

数 

一般情報 

1－6 ー <d237> 6 メッセージヘッダ

7 1 データ識別子 “P” 

8－４１  （顧客が指定） 34 顧客情報（表 2 参照）

42－44 連結シンボルとデータ識別子 “+1T” 3 

45－60 16 （サプライヤが指定） ロット番号 

61－63 ータ識別子 “+1V” 3 連結シンボルとデ

64－65 ンダー識別コード （SEMI） 2 ベ

66－67  “+D” 2 連結シンボルとデータ識別子

68－73 6 ラベル貼付日 （YYMMDD）（関連情報 1 を参照） 

74－75 2 連結シンボルとデータ識別子 “+Q” 

76－7 2 数量（単位，EA, implied） （数字） 

 77 一般情報の小計  

ウェーハ情報（オプション，6.3.4 及び 6.3.4.1 を参照） 

78－81 4 連結シンボルとデータ識別子 “+31T”（注 8 参照） 

82－83 2 スロット番号 （数値，01－25） 

84－87 4 連結シンボルとデータ識別子 “＋32T” 
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